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団体名 生きる力を育む研究会 

活動テーマ 
コミュニティ生成型防災事業ＬＯＤＥ（ロード）をより発展させた『障がい者を理解するためのチャート図』 

の普及活動 

 

  

 

 

 

先ず、本活動の目的は、「障がい者等の理解を促すために開発したチャート図」によるワークショップの普及を図り、コミ

ュニティの中での障がい者等への理解促進と、対応力の増進を図ることである。 

 本年度の主な取り組み内容は、主として兵庫県伊丹市の二つの地区（南小学校区と有岡小学校区）や小野市におい

て、地域の住民リーダー層を対象に、ワークショップや研修会を実施した。 

 まず伊丹市においては、特に南小学校区において、学校区全体でのリーダー層ワークショップと２つの自治会でのワーク

ショップを開催することができた。稲野自治会は自治会ワークショップを２回開催し、林自治会では１回のワークショップと１

回の介護移乗研修会を実施することができた。この２つの自治会では次年度以降も継続して取り組むこととなった。加え

て、さらに２つの自治会が次年度取り組みを開始する予定である。 

 次に小野市では、全市の住民リーダー層を対象に研修会を実施するとともに、障がい者作業所において「障がい者の災

害時避難行動支援」について考える研修会を実施することができた。 

 また、これら今年度取り組みを通した技術的な成果として、「障がい者等の理解を促すためのチャート図」を利用したワー

クショップの実践方法に加え、個々の障がい児・者の抱える困難や事情、特性等を理解するために、新しいワークショップ

のメニューとして「避難時に持っていきたい避難物資調査」等を考案することができた。  

 さらに、最大の要支援対象というべき要支援・要介護高齢者を支援する力を養成するために、「認知症・老いと向き合う

ためのチャート図」も開発して、今後の『地域会議』というワークショップの展開を提案することもできた。 

 

画像データの貼り付けは、メ

ニューバーの「挿入」→「図」

→「ファイルから」で貼り付

ける画像データを選択して

ください。 


